
物  質  名 クロトンアルデヒド ＤＢ－13 

別  名 
2-ブテナール 
β-メチルアクロレイン 
クロトン酸アルデヒド 

CAS 番号 4170-30-3 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-524 

構 造 式 

 
cis              trans 

(CAS No.: 15798-64-8)  (CAS No.: 123-73-9) 

分子式 C4H6O 分子量 70.09 
沸点 102℃ 1) 融点 －76.5℃ 2) 
蒸気圧 30 mmHg（25℃）3) 換算係数 1 ppm = 2.87 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.63（計算値）4) 水溶性 181 g/L（20℃）2) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 104 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 580 mg/m3（2hr）5)  
 ラット 経口 LD50 80 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 200 mg/m3（2hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラット及びマウスに 0、2.5、5、10、20、40 mg/kg/day を 13 週間（5 日/週）強制経口投与し

た結果、ラットでは 5 mg/kg/day 以上の群で用量に依存した生存率の低下、10 mg/kg/day 以上

の群の前胃で緊縮、炎症、粘膜肥厚、壊死の発生率に用量に依存した増加を認め、5 mg/kg/day
以上の群の雄及び 20 mg/kg/day 以上の群の雌で、鼻腔に急性の炎症もみられた。マウスでは、

40 mg/kg/day 群の前胃でラットと同様の症状を認めた。この結果から、ラットで NOAEL は

2.5 mg/kg/day（暴露状況で補正：1.8 mg/kg/day）、マウスで NOAEL は 20 mg/kg/day（暴露状

況で補正：14 mg/kg/day）であった 6) 。 
・ラットに 0、42、421 mg/L の濃度で飲水に添加して 113 週間投与した結果、42 mg/L 以上の群

で肝腫瘍の前駆体と考えられる肝細胞の病巣の発生率に有意な増加を認め、421 mg/L 群で体

重増加の抑制及び肝臓の脂肪変性、限局性の肝細胞壊死、線維増多、胆汁うっ滞等がみられ

た 7) 。この結果から、LOAEL は 42 mg/L（2 mg/kg/day 相当）であった。 
・ラット及びマウスに本物質の trans-体 0、8.6、17、34 mg/m3 を 104 週間（6 時間/日、5 日/週）

吸入させた結果、ラットでは 8.6 mg/m3 群の鼻腔で呼吸上皮の炎症及び過形成、扁平上皮化生

及び扁平上皮過形成、嗅上皮の呼吸上皮化生等、34 mg/m3 群では体重増加の抑制がみられた。

また、マウスでは 17 mg/m3 以上の群の鼻腔で呼吸上皮の立方化、及び腺の呼吸上皮化生、17 
mg/m3 以上の群の雄及び 34 mg/m3 群の雌で体重増加の抑制がみられた。この結果から、ラッ

トで LOAEL は 8.6 mg/m3、マウスで NOAEL は 8.6 mg/m3 であった 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・経口摂取によって腹痛、灼熱感、下痢、吐き気、嘔吐、吸入暴露によって灼熱感、咳、息苦

しさ、息切れ、咽頭痛、経皮暴露によって発赤、灼熱感、痛みが現れる。また、眼に対して



腐食性を示し、発赤、痛み、重度の熱傷を起こす 9) 。 
・本物質の蒸気には、催涙性があり、皮膚、気道を重度に刺激し、高濃度の蒸気を吸入した場

合には肺水腫や死亡の可能性がある 9) 。慢性的な暴露では、感作性が中程度であり、過敏症

に注意を要する 10) 。 
・4.1 ppm（11.8 mg/m3）に 15 分間暴露されたボランティアでは、30 秒間で鼻と上気道に強い

刺激を受け、涙が出た 11) 。一方、15 ppm（43 mg/m3）に同程度の時間暴露されたボランティ

アでは、強い臭いを感じたが耐えられないものではなく、刺激もなかった。45 ppm（129 mg/m3）

に数秒間暴露されたボランティアでは、非常な不快感と結膜への刺激があった 12) 。 
・織物工場の労働者で、本物質による感作がみられたとの報告がある 13) 。また、本物質の暴露

を受けた労働者で生じた角膜傷害 8 症例は 48 時間で治癒したが、暴露の程度は明らかでなか

った 14) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 15) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒト対

する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 16) TLV-CEILING  0.3 ppm 
（0.86 mg/m3）  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの LOAEL は 2 mg/kg/day（肝細胞の変性）を採用し、LOAEL で

あることから 10 で除した 0.2 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入暴露については、ラットの中・長期試験結果で得られた LOAEL 8.6 mg/m3（鼻腔組織の

変性など）を採用し、LOAEL であることから 10 で除した 0.86 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定

する。 
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